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盛
大
に
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
に
よ
る

恒
例
の
行
事
で
、
年
間
最
大
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
」
は
、
名
称
を

第
１
６
回
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
変
え
て
、

今
年
も
練
馬
駅
前
の
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
１
８
６
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

去
る
３
月
か
ら
20
名
余
り
の
企
画
委
員
会
で
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
「
如
何
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
か
」
を
メ

ー
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
検
討
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
第
１
部
の

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
に
何
を
持
っ
て
く
る
か
を
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
提
案
が
あ
り
、
結
局
企

画
委
員
の
投
票
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
第
１
位
は
区
内
３
大
学
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

第
２
位
は
区
内
合
唱
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
３
位
太
鼓

の
競
演
、
第
４
位
練
馬
交
響
楽
団
な
ど
と
な
り
、
こ
の

中
の
上
順
位
か
ら
出
演
交
渉
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
上

順
位
と
の
交
渉
は
難
航
し
て
、
な
か
な
か
前
に
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
結
局
「
お
囃
子
と
太
鼓
の
コ
ラ
ボ
」

と
な
り
ま
し
た
。
例
年
の
イ
ベ
ン
ト
と
違
っ
て
、
今
年

は
華
麗
な
お
囃
子
と
、
勇
壮
な
太
鼓
の
競
演
を
皆
で
楽

し
み
ま
し
た
。
第
２
部
は
恒
例
の
交
流
会
で
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
委
員
長 

下
河
秀
行 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に 

参
加
し
て 

今
回
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
「
ク
ー
ル

30
」
メ
ン
バ
ー
17
名
の
う
ち
、
10
名
が
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
文
化
の
共
演
と
言

う
こ
と
で
、
石
神
井
太
鼓
保
存
会
「
せ
ん
ば
太
鼓
」

と
白
山
神
社
お
囃
子
連
に
は
圧
倒
さ
れ
、
日
本
人

の
心
揺
さ
ぶ
る
音
だ
と
改
め
て
実
感
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
文
化
が
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
会
も
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
Ｎ

Ｓ
Ｎ
の
活
動
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ク
ー
ル 

30 

会
長 

斉
藤
義
美 

           
 

 
  

ク
ー
ル
30
会
長 

斉
藤
義
美 

公
開
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

「
震
災
を
生
き
延
び
る
！
」 

―
知
っ
て
お
こ
う
助
か
る
暮
ら
し
方
― 

講
師 

池
上
三
喜
子
氏 

10
月
25
日
（
木
） 

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室 

参
加
費
５
０
０
円 

（
Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
事
務
局
） 

  
「
地
域
で
活
動
す
る
会
員
た
ち
」
の 

企
画
に
あ
た
っ
て 

 

今
月
号
か
ら
三
面
に
「
地
域
で
活
動
す
る
会

員
た
ち
」
を
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。
会
報
／

Ｎ
Ｓ
Ｎ
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
会
員
み
な
さ
ま
の
架
け

橋
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
で
個
人
の

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
た
「
各
会
の
思
い
出

に
残
る
行
事
」
で
、
各
会
を
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
で
も
活
動
さ
れ
て
い
る
会

員
が
多
い
の
で
、
紹
介
し
た
方
が
良
い
と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
情
報
と
し
て
、

お
知
り
合
い
の
方
の
活
動
を
ご
連
絡
頂
き
た

く
、
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。 

み
な
さ
ま
か
ら
の
情
報
が
、
会
報
／
Ｎ
Ｓ
Ｎ

を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

会
報
／
Ｎ
Ｓ
Ｎ
編
集
委
員
会 



山本会長挨拶 当たった～！ 

 

Cool 30 

白山神社囃子連 

さわやか‘１７ 虹の会 

ふたば会 新エルフ 

 



【各会の思い出の行事】 

石神井公園トリックアート見学 

 
 

《 

ひ
と
み
会 

》 

思
い
出
の
行
事
と
の
こ
と
で
、
会
の
12

年
間
の
行
事
を
振
り
返
る
と
、｢

エ
ル
ミ
タ

ー
ジ
ュ
美
術
館
の
見
学
と
谷
中
の
散
歩｣

か
ら
始
ま
り
、「
横
須
賀
軍
港
巡
り
」、｢

江

戸
時
代
の
食
事
と
幇
間
の
話
芸｣

、「
ト
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
展
」
等
々
思
い
出
し
た
ら
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
私
の
思

い
出
に
強
く
残
る
の
は
「
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
を
し
よ
う
！
」
と
の
こ
と
で
、
初
め

て
ダ
ン
ス
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
。
黒
板

に
書
か
れ
た
足
の
運
び
方
な
ど
を
教
わ
り
、

他
日
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
い
ざ
！
出

陣
で
す
。
先
生
と
な
る
方
と
踊
る
と
そ
れ

は
も
う
、
本
当
に
こ
れ
が
私
？
…
と
思
う

ほ
ど
体
は
軽
や
か
に
蝶
の
よ
う
に
舞
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
同
様
は
じ
め
て
の

者
同
士
が
踊
る
と
き
は
お
互
い
に
曲
に
乗

れ
ず
に
た
だ
見
詰
め
合
う
ば
か
り
。
手
も

足
も
出
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
笑
い
が
込
み

上
げ
て
き
ま
す
。
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
も
楽

し
い
ひ
と
時
が
あ
る
も
の
だ
と
そ
の
時
し

み
じ
み
思
い
ま
し
た
。 

そ
れ
と
、
行
事
と
い
え
る
か
ど
う
か
、

月
一
回
の
定
例
会
。
全
員
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
皆
が
集
い
、
お
茶
を
飲
み
、
我
が

会
の
誇
る
菓
子
職
人
の
方
が
作
る
和
菓
子

に
会
話
の
花
が
咲
き
、
そ
の
間
に
Ａ
さ
ん

が
誤
嚥
防
止
、
腰
痛
防
止
の
体
操
を
楽
し

く
指
導
し
て
く
だ
さ
る
。
そ
し
て
２
時
間

の
和
や
か
な
定
例
会
が
終
わ
る
の
で
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｎ
に
入
会
し
て
か
ら
巡
り
合
っ
た
人

達
と
の
た
わ
い
の
な
い
お
喋
り
、笑
い
。
こ

れ
が
月
一
回
の
楽
し
い
思
い
出
の
行
事
と

し
て
心
に
残
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

加
藤
雅
子 

 

         

  

～ 

生
ご
み
は
資
源
で
す 

～ 

練
馬
区
で
は
、
生
ご
み
は
可
燃
ご
み
と

し
て
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
燃
や
す
た

め
に
は
大
量
の
燃
料
が
必
要
で
す
。
清
掃

工
場
か
ら
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
も
あ

り
ま
す
。 

私
が
加
入
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｆ
（
ね
り
ま
・

ご
み
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
で
は
、
10
数
年
前
よ

り
、
毎
月
２
回
約
30
軒
の
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
を
回
収
し
、
区
内
の
農
家
２
軒
（
立

野
町
の
井
口
農
園
、
南
大
泉
の
野
瀬
農
園
）

に
持
ち
込
み
、
堆
肥
と
し
て
有
効
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
生
ご
み
の
資
源
と
し
て

の
有
効
性
を
実
証
し
、
多
く
の
区
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な

げ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
採
れ
た
野
菜
は
６
月
の
消
費
生

活
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
地
産
地
消
」

を
目
的
に
区
民
の
皆
様
方
に
販
売
し
、
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

生
ご
み
は
資
源
で
す
。 

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
の

「
生
ご
み
の
有
効
利
用
」
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ご
関
心
の
あ
る
方
か
ら
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

八
展
会 

山
本 

猛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

               

地
域
で
活
動
す
る
会
員
た
ち 

① 
 



 

 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

 

 

オープン参加行事のご案内 
 

【
編
集
後
記
】 

 

今
回
、
Ｎ
Ｇ
Ｆ
（
ね
り
ま
・
ご
み
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

を
取
材
し
ま
し
た
。
三
面
参
照
。
各
家
庭
の
生
ゴ
ミ

を
集
め
、
区
内
の
農
場
の
集
積
場
で
堆
肥
に
な
っ
た

も
の
が
、
野
菜
畑
に
撒
か
れ
ま
す
。
出
来
た
野
菜
を

販
売
し
て
い
る
ま
で
の
活
動
を
聞
い
て
、
感
動
し
ま

し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
み
な
さ
ん
は
、
色
々
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
取
材
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
松
岡
） 

【
定 

例 

行 

事
】 

 

《
合
同
バ
ス
旅
行
の
報
告
》 

「
梅
雨
明
け
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
仲
間
と
ス
カ
ッ
と
美
味

し
い
出
来
立
て
の
ビ
ー
ル
が
飲
み
た
い
！
」
と
の
思

い
か
ら
企
画
し
た
７
月
25

日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す

が
、
バ
ス
の
定
員
に
届
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不

安
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
杞
憂
に
過
ぎ
ず
、
当
日

は
何
と
27

名
の
参
加
で
中
型
バ
ス
満
席
状
態
に
… 

さ
ら
に
配
車
の
都
合
で
、
45
名
乗
り
の
大
型
バ
ス
に

変
更
と
な
り
、
ラ
ッ
キ
ー
な
出
発
。 

 

ま
ず
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
茨
城
工
場
を
目
指
し
ま

す
。
車
中
で
は
、
今
回
参
加
さ
れ
た
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
の

紹
介
な
ど
の
お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

到
着
す
る
や
、
お
待
ち
か
ね
出
来
立
て
ビ
ー
ル
を
３

杯
！ 

本
日
の
目
的
終
了
？ 

 

次
は
那
珂
湊
で
の
自
由
昼
食
で
、
新
鮮
な
刺
身
定

食
や
海
鮮
丼
が
好
評
。ほ
ど
な
く
大
洗
磯
前
神
社
へ
。

思
い
の
ほ
か
立
派
で
、
階
段
を
降
り
た
先
に
は
海
が

広
が
り
、
岩
に
打
ち
寄
せ
る
波
し
ぶ
き
の
絶
景
も
！ 

す
ぐ
隣
に
明
太
パ
ー
ク
が
あ
り
、
生
明
太
に
舌
鼓
。 

 

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
ビ
ー
ル
と
お
茶
・
手
作

り
お
菓
子
等
を
景
品
に
、
な
ぞ
な
ぞ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
、
普
通
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
は
一
味

違
う
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
方
々
と
の
貴
重
な
時
間
を
共
有
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

来
年
も
11
月
中
旬
に
「
秋
の
筑
波
山
と
筑
波
宇
宙

セ
ン
タ
ー
ｅ
ｔ
ｃ
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

さ
わ
や
か
‘
17 

阿
部
久
美
子 

   

《
米
・
麦
お
好
み
の
手
前
味
噌
作
り
の
ご
案
内
》 

12

月
か
ら
寒
仕
込
み
味
噌
作
り
の
季
節
と
な
り
ま

す
。
自
分
好
み
の
手
前
味
噌
は
市
販
品
と
は
一
味
違

っ
た
美
味
し
さ
と
、
米
・
麦
、
塩
分
調
整
も
可
能
で

ご
参
加
皆
様
か
ら
好
評
を
博
し
、
リ
ピ
ー
ト
参
加
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
主
催
の

オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
で
す
が
、
会
員
以
外
の
ご
友
人

を
お
誘
い
頂
い
て
の
ご
参
加
も
可
能
で
す
。 

(

日
時)

12
月
６
日
（
木
）
10
・
00
～
15
・
00 

(

会
場)

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

２
Ｆ 

(

会
費)

３
，
０
０
０
円
（
味
噌
４
キ
ロ
、
軽
食
他
） 

(

注) 

５
日
午
前
に
米
・
麦
・
麹
・
大
豆
を
渡
し
ま
す
。  

(

申
込･

問
合
せ)

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

端
達
夫 

 
 

☎
＆
Ｆ
ａ
ｘ 

(

３
９
５
５)

０
６
１
３ 

携
帯 

０
９
０(

４
５
４
８)

０
９
０
７ 

 
  E

-m
a
il 

 h
a
sh

i@
m

v
e
.b

ig
lo

b
e
.n

e
.jp

 

 

申
込
締
切
り
は 

10
月
31
日 

  

☆
Ｎ
Ｓ
Ｎ
歌
声
交
流
カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

昔
歌
っ
た
愛
唱
歌
・
童
謡
・
抒
情
歌
を
Ｃ
Ｄ
の
曲
を

ベ
ー
ス
に
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
む
集
ま
り 

(

日
時) 
偶
数
月
第
3
木
曜
日
14
・
00
～
16
・
00 

(

会
場) 
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費) 

無
料 
登
録
不
要 

先
着
25

名
様 

(

問
合
せ
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

桑
原
☎(
３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

山
本
☎(

３
９
９
５
）
２
２
１
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
会
得 

(

日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日
14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円 

(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
の
会 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

 

え
ー
る
３
階 

研
修
室 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

☆
高
野
台
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ 

自
作
の
随
筆
・
時
事
評
論
な
ど
の
発
表
と
懇
談
会 

(

日
時
）
偶
数
月
第
４
火
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円(

当
日
参
加
者
） 

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

【
編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
大
き
な
目
的
を
形
に
表
し
、
シ
ス
テ
ム

構
築
を
実
行
し
て
い
る
皆
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
ま
し
た
。
複
雑
な
感
情
や
心
境
と
価
値
観
の
違
う

人
々
を
考
慮
し
て
、
目
標
の
達
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
皆
さ
ん
の
姿
勢
に
感
心
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
難
問
解
決
を
推
進
す
る
こ
と
は
大
変
な

苦
労
が
多
い
と
思
い
、感
銘
を
受
け
ま
し
た
。私
も
、

少
し
で
も
手
助
け
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

さ
わ
や
か
‘
１
７ 

川
出 

ビール工場 

明太パーク 
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